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1  前方に注意　　　　　          2
2  歯磨き中に注意　　　　　  　 8
4  ひも遊び                    4
5  走ってぶつかる            　  5
6  プールでふざけるとあぶない    6
7  落っこちないように            2
8  横転          　             3
9  首にかけないこと          　  1
10 落とすと足にあたる           7
11 人に向けて投げない            3
12 開閉に注意                    4
13 水中に落下                    4
15 うんてい                      1
16 柵にのぼる                   10
17 頭上から落下物               4
19 樹の下で虫さされ             2
20 砂場でぶつける               9
21 木から落下                    4
22 鼻いじり                      5
23 イスの持ちはこび　　　　      1
24 おんぶで共倒れ                3
26 柵を乗りこえ落下              1
27 イスからころぶ                3 
28 ハサミを持って走らない       14
29 誤配でジンマシン              1
30 飛び出して交通事故            9
32 ハサミで手を切る              8
33 袋をかぶる                    3
34 木枝を持ってころぶ           10
35 タマネギの皮むき              1


















































































































































































































































































































































保育者（5A＋ 6D）：  「もし小さいお友だちが棒を持っ
て走ってきたら，みんなは教えて
あげてね」
年長児を対象とする時．1～ 6は表 1の怪我・事故
防止スクリプトの主な該当番号．
4．まとめ
　本研究では，現場で発生する多くのヒヤリハット
場面から帰納的に抽出して得た怪我・事故防止スク
リプト（伊東ら，2014表 1）が，新規の Qアンド
A型（問題解決型）場面についても再確認できるか
どうかを検討した．36場面のうちで現職者の約半数
以上が作成した 8場面に関して，これらが教材とし
て汎用性・実用性があると判断した．さらに，その
怪我・事故防止スクリプトの内容を分析したところ，
表 1のスクリプトから大きく逸脱したスクリプトは
認められなかった．以上から，表 1の怪我・事故防
止スクリプトは，教材として現職者の使用に耐えう
る要件を満たしているものであると判断したい．な
お，本稿において分析の対象としなかったヒヤリハ
ット場面であるが，これらにはここで示したような
スクリプトが見られないということではない．サン
プリングの問題として，汎用性に関する分析の対象
から外したに過ぎない．
　以上のように Qアンド Aの問題解決型の教材のヒ
ヤリハット場面とスクリプトが得られたわけである
が，この怪我・事故防止スクリプトにおいて 1から
4までの思考プロセスを保障する用い方と欠落した
用い方の 2通りについて言及をしておきたい．日常
に忙殺される保育場面においては，何が問題なのか
という思考的な気づきの時間を取るのか取らないの
かは大きな分岐点であろう．もしも時間がかなりあ
れば 1から 6までのスクリプトをたどることが可能
である．しかしながら，短い時間しかないのであれば，
理由の有無にかかわらず禁止だけをはっきりと告げ
ることは現実的である．さらに，子どもたちの年齢
も関わる．何が危ないのか理解できない年齢や Qア
ンド Aで示した時系列的な因果関係，すなわち怪我・
事故へのみちすじは思考時間を保障しても発達的に
理解が困難なことがある．安全管理や事故防止と，
危険感受性やヒヤリハット認知の育成とは必ずしも
同一ではないからである．
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　最後にカテゴリー Dについて触れておく．カテゴ
リー Dは，表 11を一例として，「もし小さいお友だ
ちが棒を持って走ってきたら，みんなは教えてあげ
てね」というような指導・助言のスクリプトである．
これは当該の子どもたちに指導・序言をするのであ
るが，教育的な技法として子どもたちに他の子ども
たちへの指導・序言の機会を与えることによって当
人自身にも自覚を促すという機能があるのだろう．
別の例でいうと親が子どもに「あなたはお姉ちゃん
（お兄ちゃん）だから，妹（弟）にも教えてあげてね」
などと述べる技法と通じる．A（禁止），B（約束），
C（示範）のほかに本研究で得られた D（役割分担）
のような技法も使われることが見出された．A～ C
と併せて有効な技法と考えられる．
　今後の作業としては伊東ら（2014）と本研究で得
られたヒヤリハット場面と怪我・事故防止スクリプ
トを、具体的な実践にかけてアクションリサーチを
行うことが残されている．
〈付記〉
　本研究をすすめるにあたり日頃よりご指導賜って
おります西村重稀先生（仁愛大学名誉教授）、三和優
先生（仁愛女子短期大学教授、附属図書館長）に厚
くお礼申しあげます。
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附表　調査に使用したヒヤリハット場面の一覧
場面 1
場面 3
場面 5
場面 7
場面 9
場面 11
場面 2
場面 4
場面 6
場面 8
場面 10
場面 12
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場面 13
場面 15
場面 17
場面 19
場面 21
場面 23
場面 14
場面 16
場面 18
場面 20
場面 22
場面 24
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場面 25
場面 27
場面 29
場面 31
場面 33
場面 35
場面 26
場面 28
場面 30
場面 32
場面 34
場面 36

